
は
じ
め
に

本
稿
は
堂
上
公
家
持
明
院
家
の
家
職
で
あ
る
入
木
道
の
成
立
過
程
と
そ
の

｢

秘
伝｣

の
伝
播
を
事
例
と
し
て
、
公
家
家
職
の
展
開
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
公
家
家
職

と
は
、
近
世
堂
上
公
家
の
各
家
に
伝
承
さ
れ
た
技
能
や
職
務
の
こ
と
で
あ
り
、
家
業

と
も
称
さ
れ
た
。
橋
本
政
宣
氏
は
、
近
世
に
は
公
家
の
家
職
を
ま
と
め
た
書
物
が
多

く
編
纂
・
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が

(

�)

、
寛
文
八
年

(
一
六
六
八)

に
刊
行
さ
れ
た

｢

諸
家
家
業｣

に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る

(

便
宜
上
、
ａ
・
ｂ
に
分
類
し
た)

。

(

ａ)

摂
家
・
親
王
・
清
華
・
大
臣
家
・
羽
林
家
・
名
家
・
羽
林
名
家
之
外
・

新
家

(

ｂ)

神
祇
伯
・
和
歌
・
文
章
博
士
・
明
経
・
能
書
・
神
楽
・
楽
・
蹴
鞠
・
装

束
・
陰
陽
道
・
外
記
史

(

ａ)

は
家
格
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、｢

清
華｣

は
、
そ
の
職
務
と

し
て

｢

四
箇
ノ
大
事｣

と
有
職
故
実
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。｢

四
箇
ノ
大
事｣

と
は
、

節
会
・
官
奏
・
叙
位
・
除
目
の
こ
と
で
、
重
要
な
朝
廷
儀
式
の
管
掌
と
い
う
意
味
で

あ
ろ
う
。
一
方
、(

ｂ)

は
家
格
と
は
関
係
し
な
い
、
技
能
を
軸
と
し
た
ま
と
ま
り

で
あ
る
。
こ
れ
ら
家
職
の
成
立
は
文
禄
期
で
あ
り
、
豊
臣
政
権
の
公
家
に
対
す
る
役

の
設
定
と
し
て
画
期
的
な
政
策
で
あ
る
と
橋
本
氏
は
評
価
し
て
い
る
。｢

諸
家
家
業｣

に
記
載
さ
れ
た

｢

能
書｣

が
本
稿
で
扱
う
入
木
道
の
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
書
道

の
一
形
態
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
名
称
は
東
晋
の
貴
族
・
王
羲
之
が
木
に
文
字

を
書
い
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
の
筆
力
の
た
め
に
墨
が
三
分
も
し
み
込
ん
で
い
た
と
い

う
故
事
に
由
来
す
る
。
本
稿
で
は
史
料
に
散
見
さ
れ
る

｢

入
木
道｣

の
語
を
用
い
て

論
を
進
め
た
い
。
ま
た
、｢

持
明
院
流｣

と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
近
世
に
持
明
院

家
の
家
職
と
し
て
認
識
さ
れ
、
様
々
な
階
層
の
人
々
へ
と
広
が
っ
て
行
っ
た
入
木
道

の
こ
と
を
表
現
す
る

(

史
料
用
語
で
は
な
い)

。

最
初
に
、
近
世
公
家
家
職
の
展
開
に
つ
い
て
、
研
究
史
を
振
り
返
り
た
い
。
な
お
、

本
稿
で
の
関
心
は
狭
小
な
範
囲
で
享
受
さ
れ
て
い
た
公
家
家
職
が
社
会
に
広
が
っ
て

い
っ
た
様
相
に
あ
る
た
め
、｢

家
職
の
構
造｣

論

(

後
述)

と
し
て
論
じ
た
研
究
を

二
点
取
り
上
げ
、
あ
と
で
述
べ
る
課
題
と
つ
な
げ
た
い
。
高
埜
利
彦
氏
は
一
九
七
〇

年
代
後
半
よ
り
公
儀
権
力
に
よ
る
宗
教
者
の
統
制
・
編
成
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
一
九
八
七
年
に
家
職
と
権
威
の
問
題
を
検
討
し
た
研
究
を
発
表

す
る

(

�)

。
高
埜
氏
は
宗
教
者
や
相
撲
取
り
を
事
例
と
し
て
、
編
成
過
程
や
集
団
化
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
個
々
の
分
有
し
た
家
職
を
保
証
す
る
の
は
本
所
で
あ
り
、
将
軍
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や
幕
府
権
力
が
本
所
の
地
位
と
権
利
を
保
証
す
る
権
威
で
あ
る
と
評
価
し
た
。
こ
れ

を

｢
家
職
の
構
造｣

と
称
し
、｢

家
職
の
構
造｣

は
ア
プ
リ
オ
リ
に
存
在
す
る
の
で

は
な
く
、
本
所
や
集
団
の
意
図
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
く
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
高
埜
氏
は
寛
政
期
か
ら
文
化
期
に
か
け
て
、｢

権
威
を
め
ぐ
る
一
つ
の
変
化
を

見
出
す
こ
と
が
可
能

(
�)｣

と
指
摘
し
、
幕
末
・
明
治
維
新
に
天
皇
権
威
を
希
求
す
る
動

向
の
端
緒
を
、｢

家
職
の
構
造｣

か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
高
埜
氏
の
議
論
を
受
け
て
、

井
上
智
勝
氏
は
神
道
の
本
所
吉
田
家
と
そ
の
組
織
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

(

�)

。
井
上
氏

の
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
の
、
本
稿
で
の
課
題
に
則
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
ま
と

め
ら
れ
る
。
寛
文
五
年

(

一
六
六
五)
諸
社
禰
宜
神
主
法
度
発
布
に
よ
っ
て
吉
田
家

の
権
威
を
支
え
る
体
制
が
在
地
社
会
で
構
造
化
さ
れ
、
吉
田
家
を
本
所
と
し
て
仰
ぐ

神
職
は
、(

幕
府
で
は
な
く)

朝
廷
権
威
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
く
。
近
世
中
期
以

降
、
神
祇
伯
白
川
家
の
台
頭
、
在
地
社
会
に
お
け
る
神
社
や
祭
祀
な
ど
の
支
配
権
を

め
ぐ
る
争
い
に
よ
っ
て
、
本
所
権
威

(

井
上
氏
は
朝
廷
権
威
と
し
て
言
い
換
え
て
い

る
部
分
も
あ
る)

の
調
達
回
路
が
複
線
化
し
、
本
所
権
威
は
よ
り
深
く
在
地
社
会
に

根
付
く
こ
と
と
な
っ
た
。

公
家
家
職
・｢

家
職
の
構
造｣

論
の
課
題
と
問
題
点
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
し

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
持
明
院
流
入
木
道
を
本
稿
で
取
り
扱
う
意
義
を
三
点
に
ま

と
め
た
い
。
①

｢

家
職
の
構
造｣

論
は
宗
教
者
を
中
心
に
取
り
扱
っ
て
い
た
た
め
、

身
分
存
立
に
不
可
欠
な
本
所
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
、
天
皇
・
朝
廷
研
究
と
身
分
論

の
議
論
を
接
合
す
る
こ
と
に
役
立
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
公
家
家
職
の
場
合
、
本
所

と
受
容
し
た
人
々
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
、
課
題
と
し
て
残
さ
れ

て
お
り
、
持
明
院
流
入
木
道
を
事
例
と
す
る
こ
と
で

｢

家
職
の
構
造｣

論
を
再
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
様
の
手
法
と
し
て
、
暦
学
の
分
析
を
行

な
っ
た
梅
田
千
尋
氏
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
よ
う

(

�)

。
②
持
明
院
家
は
入
木
道
の
相
伝
に

よ
る
礼
金
収
入
が
あ
る
と
い
う
点
を
除
く
と
、｢

比
較
的｣

典
型
的
な
近
世
堂
上
公

家
で
あ
り
、
他
の
堂
上
公
家
を
検
討
す
る
上
で
も
モ
デ
ル
を
提
示
で
き
る
。
も
ち
ろ

ん
近
世
堂
上
公
家
の
多
様
性
を
捨
象
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
他
の
公
家
家
職
に
関
す

る
足
掛
か
り
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
③
課
題
に
答
え
得
る
史
料
群
が
持
明
院
流
入
木
道

で
は
豊
富
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
最
も
重
要
な
点
と
し
て
、
持
明
院
家
に
提
出
し
た
門

弟
の
誓
詞
が
数
多
く
伝
来
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
持
明
院
流
入
木
道
を
受
容

し
た
人
が
把
握
で
き
る
と
同
時
に
時
期
・
階
層
の
分
析
が
行
え
る
と
い
う
史
料
上
の

利
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
持
明
院
流
入
木
道
の

｢

秘
伝｣

の
書
物
も
遺
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
奥
書
か
ら
も
受
容
者
分
析
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
次
の
課
題
に
取
り
組
み
た
い
。
第
一
に
、
持
明
院
流
入
木
道
の

形
成
過
程
で
あ
る
。
書
道
史
や
中
世
史
に
お
い
て
、
持
明
院
流
入
木
道
の
形
成
過
程

に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が

(

�)

、
豊
臣
政
権
と
の
関
わ
り
な
ど
を
考
慮
し
た

場
合
、
再
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
第
二
に
、｢

秘
伝｣

の
書
物
を
事
例
と
し
て
、
持
明
院
流
入
木
道
の
内
容
、
受
容
者
の
様
相
の
検
討
で
あ

る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
検
討
か
ら
持
明
院
流
入
木
道
に
お
け
る
本
所
と
門
弟
の
関
係
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
堂
上
公
家
持
明
院
家
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
堂
上
公
家
持
明
院
家
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ

る

(

�)

。
持
明
院
家
は
藤
原
道
長
の
孫
・
大
宮
右
大
臣
俊
家
の
息
子
・
基
頼
よ
り
始
ま
る
。

家
名
の
由
来
は
基
頼
の
持
仏
堂
を
持
明
院
と
称
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
後
、
権
中

納
言
ま
で
昇
進
す
る
人
物
を
輩
出
す
る
が
、
多
く
は
四
位
止
ま
り
の
中
級
公
家
で
あ
っ

た
。
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
に
か
け
て
大
き
な
画
期
を
迎
え
る
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
元
和
年
間
に
相
続
し
た
持
明
院

基
定
か
ら
幕
末
の
基
政
ま
で
を
検
証
し
、
近
世
持
明
院
家
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た

い
。
羽
林
家
で
あ
る
持
明
院
家
の
場
合
、
少
将
・
中
将
を
勤
め
て
か
ら
公
卿
に
進
み
、

極
官
権
大
納
言
と
な
る
家
で
あ
っ
た
。
表
一
は
基
定
か
ら
基
政
ま
で
、
各
当
主
の
経

歴
を
簡
単
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
一
か
ら
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
①
二
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〇
歳
代
後
半
に
三
位
へ
昇
進
し
、
三
〇
歳
台
後
半
か
ら
四
〇
歳
台
前
半
に
参
議

任
官
。
数
年
勤
め
た
後
、
辞
し
て
、
五
〇
歳
台
前
後
で
権
中
納
言
と
な
り
、
二

年
弱
勤
め
て
い
る
。
三
位
へ
の
昇
進
は
遅
く
な
い
が
、
参
議
・
権
中
納
言
在
官

期
間
は
短
い
。
②
近
世
前
期
に
は
権
大
納
言
に
昇
進
し
た
事
例
も
確
認
で
き
る

が
、
い
ず
れ
も
短
期
間
で
あ
り
、
名
誉
的
な
任
官
で
あ
っ
た
。
③
朝
廷
運
営
の

関
与
と
し
て
は
持
明
院
基
時
が
元
禄
五
年

(

一
六
九
二)

十
二
月
か
ら
元
禄
六

年
八
月
ま
で
武
家
伝
奏
を
務
め
て
い
る
。
し
か
し
、
就
任
当
初
か
ら
体
調
不
良

で
あ
り
、
早
期
に
交
代
の
議
論
が
生
じ
て
い
る

(

�)

。
以
上
か
ら
、
堂
上
公
家
と
し

て
の
昇
進
も
遅
々
と
し
て
お
り
、
朝
廷
運
営
に
関
与
す
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た

と
評
価
で
き
る
。
蔵
人
頭
は
勿
論
、
儀
式
の
上
卿
や
一
会
伝
奏
と
し
て
の
活
動

も
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。

で
は
、
次
に
持
明
院
家
の
経
営
に
つ
い
て
、
知
行
と
下
行
の
様
相
か
ら
検
証

し
て
み
た
い
。
朝
廷
運
営
へ
の
関
与
が
少
な
い
堂
上
公
家
の
場
合
、
経
営
の
中

心
は
知
行
と
下
行
に
限
定
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
持
明
院
家

の
経
営
を
明
ら
か
に
で
き
る
経
営
帳
簿
類
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
が
、

概
要
は
把
握
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
知
行
高
は
二
〇
〇
石
で
、
内
訳
は
郡
村
一
〇

五
石

(

全
七
九
八
石
の
う
ち
。
一
〇
給)

・
下
植
野
村
五
〇
石

(

全
七
一
七
石

の
う
ち
。
八
給)

・
石
見
上
里
村
四
五
石

(

全
七
六
〇
石
の
う
ち
。
一
六
給)
。

京
都
の
町
か
ら
西
南
地
域
に
該
当
す
る
相
給
村
の
領
主
で
、
知
行
高
か
ら
見
て

も
中
級
公
家
と
い
う
評
価
は
妥
当
で
あ
る
。
一
方
、
下
行
は
ど
う
か
。
試
み
に

天
保
九
年

(

一
八
三
八)

の
朝
廷
儀
式
を
事
例
と
し
て
、
持
明
院
家
当
主
の
下

行
を
検
証
し
て
み
た
い

(

�)

。
天
保
九
年
当
時
、
持
明
院
家
当
主
は
従
二
位
参
議
兼

右
兵
衛
督
基
延
で
、
四
七
歳
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
正
月
十
六
日
、
踏
歌
節
会
の

外
弁
を
務
め
て
い
る
。
紫
宸
殿
前
で
踏
歌
を
行
な
う
こ
の
儀
式
で
は
、
基
延
の

ほ
か
一
一
名
が
踏
歌
節
会
外
弁
を
務
め
て
い
る
が
、
内
弁
・
外
弁
と
も
に
下
行

は
確
認
で
き
な
い
。
他
の
年
の
下
行
帳
類
に
も
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら

(

	)

、
踏
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[表一] 近世持明院家当主一覧
生没年月日 叙爵 従三位 参議 権中納言 権大納言 朝廷運営

基定
慶長12.4.10～
寛文7.10.17(61)

元和元.7.23
(9)

寛永17.1.5従三位
(34)

正保2.5.17(39)
～

承応元.11.30(46)
～3.7.12(48)

寛文2.12.2(56)
～3.1.12(57)

－

基時
寛永12.9.5～
元禄17.3.10(70)

寛永16.1.5(5)
寛文3.2.24(29父卿
御神楽秘曲賞譲)

延宝元.12.7(39)
～7.1.24(45)

元禄2.12.28(55)
～3.12.26(56)

元禄12.12.28(65)
～12.12.29(65)

議奏
延宝 7
武家伝奏
元禄5.12.12(58)～
6.8.16(59)

基輔
明暦4.3.11～
正徳4.6.5(57)

寛文5.1.6(8)
貞享4.5.21(30三ヶ
日夜御神楽秘曲賞)

元禄10.12.26(40)
～16.12.22(46)

正 徳 2.1.22(55)
～2.7.4(55)

－ －

基雄
貞享4.1.21～
元文5.10.16(54)

元禄6.1.5(7)
享保3.2.13従三位
(32)

享保9.12.22(38)
～14.10.11(42)

享保19.10.24(48)
～元文元.12.12(50)

－ －

家胤

宝永2.8.27(実父権
中納言石野基雄)
～延享4.8.6(43)｡
享保8.3.26相続(19)

正徳4.1.11
(10)

寛保元.12.21(37)
寛 保 3.6.29(39)
～延享4.4.7(43)

－ － －

宗時

享保17.1.3 (実父
権大納言高倉永房)
～寛政7.6.27(64)｡
初名永武｡ 延享3.9.
27養子(15)

享保21.12.29
(5)

宝暦12.1.28(31)
明和8.8.1(40)～
安永4.13(44)

寛政元.9.16(58)
～3.7.23(60)

－ －

基武
宝暦7.10.27～
寛政元.8.4(33)

宝暦10.1.5(4) 天明元.1.12(25) － － － －

基敦
正四位下右少将｡
文化4.1.5死去(32)

－ － － － － －

基延
寛政4.6.1～
安政2.9.9(64)

寛政7.3.19(4) 文政2.4.5(28)
天保7.12.7(45推任)
～嘉永2.6.4(58)

嘉永7.2.11(63)～
安政2.9.9死去(64)

－ －

基政
文化7.9.27～
慶応4.1.25(59)

文化10.4.7(4) 天保9.7.16(29) － － － －

基和
正四位下右少将｡
元治2.10.5死去(31)

－ － － － － －

※年月日は 『公卿補任』 による｡ 基敦・基和は公
になっていないため､ 叙爵年月日不明｡ 最終官位のみ記す｡
※武家伝奏・議奏について 『伝奏歴』 『議奏歴』 などによる｡
※( )は年齢｡

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



歌
節
会
外
弁
に
対
す
る
下
行
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
儀
式
参
加
が
確

認
で
き
る
の
は
十
一
月
十
七
日
の
新
嘗
祭
で
新
嘗
祭
小
斎

(

小
忌)

を
務
め
て
い
る
。

大
忌
公
卿
と
小
忌
公
卿
合
わ
せ
て
四
名
で
一
二
石
が
下
行
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る

た
め
、
基
延
は
三
石
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
翌
日
の
豊
明
節
会
で
は
外
弁
を
務

め
て
い
る
が
、
こ
の
折
は
三
六
石
中
三
石
が
残
米
と
な
り
、
残
り
三
三
石
が
外
弁
と

続
内
弁
の
一
一
名
に
支
給
さ
れ
た
の
で
、
基
延
は
三
石
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に

十
二
月
八
日
に
内
侍
所
臨
時
祭
御
神
楽
が
行
わ
れ
て
、
役
割
が
不
明
な
が
ら
、
基
延

は
三
石
の
下
行
を
得
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
天
保
九
年
の
持
明
院
基
延
が
得
た
下
行

米
は
九
石
で
あ
っ
た
。
調
進
物
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
九
石
は
実
収
入
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
下
行
は
小
忌
公
卿
や
外
弁
と
い
っ
た
公
卿
以
上
で
な
け
れ

ば
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
公
卿
在
職
期
間
が
短
い
持
明
院
家

の
よ
う
な
中
級
堂
上
公
家
は
下
行
米
を
得
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

次
に
本
稿
で
扱
う
入
木
道
の
伝
授
に
対
す
る
礼
金
な
ど
の
収
入
に
つ
い
て
検
証
し
、

そ
の
上
で
、
知
行
と
下
行
の
収
入
の
様
相
を
含
め
、
収
入
全
体
を
推
測
し
て
み
た
い
。

次
の
史
料
は
年
未
詳
五
月
十
六
日
付
の

｢

定
規
矩｣

と
い
う
表
題
が
付
い
た
宝
菩
提

院
宛
持
明
院
基
政
書
状
で
あ
る
。

定
規
矩

最
初

入
木
道
入
門
白
銀
二
枚

定
リ
者
ヶ
様
ニ
候
得
共
、
入
魂
ニ
而
金
弐
百
疋
、
居
基
料
者
先
方
心
持
次

第
、
太
刀
代
銀
五
匁
、
尤
皆
々
入
魂
多
ク
有
之
、

夫
よ
り
伝
授
物
段
々
有
之
候
而
、
年
数
相
掛
り
本
額
伝
授
ト
相
成
り
、
其
已

前
ヶ
條
伝
授
物
有
之
候
、
尚
逐
一
之
事
者
追
々
跡
よ
り
申
上
候
得
共
、
先
入

木
道
御
入
門
被
遊
被
置
候
得
者
、
可
相
成
又
々
御
相
談
不
成
外
由
緒
之
処
ニ

も
御
伝
授
向
之
御
会
釈
之
儀
申
上
候
、
粗
之
処
不
包
申
上
候
、
必
御
入
魂
色
々

有
之
候
間
、
其
儀
者
御
心
配
無
之
様
ニ
に
と
存
候
、
仍
其
段
御
咄
置
可
給
候
、

何
レ
其
内
参
詣
も
仕
度
候
間
、
参
上
又
々
御
咄
申
上
候
也
、

五
月
十
六
日

基
政

宝
菩
提
院
殿

(

�)

ま
ず
宛
所
の

｢

宝
菩
提
院｣

だ
が
、
東
寺
に
同
名
の
塔
頭
が
あ
る
も
の
の
詳
細
は

不
明
。
差
出
の

｢

基
政｣

は
文
化
七
年

(

一
八
一
〇)

か
ら
慶
応
四
年

(

一
八
六
八)

生
き
た
持
明
院
基
政
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
入
木
道
入
門
に
当
た
っ
て
の
費
用

を
書
き
付
け
た
も
の
。
書
状
の
後
半
部
分
で
は
、｢

御
入
魂｣

が
あ
る
の
だ
か
ら
、

入
木
道
入
門
に
関
す
る
費
用
の
こ
と
を

｢

御
咄｣

し
頂
き
た
い
、
と
記
し
て
お
り
、

宝
菩
提
院
と
基
政
が
親
し
い
関
係
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
入

木
道
入
門
の
費
用
で
あ
る
が
、
白
銀
二
枚
の
と
こ
ろ
、｢

入
魂｣

で
あ
る
者
は
金
二

〇
〇
疋
、｢

居
基
料

(

�)｣

は
心
持
ち
次
第
、
そ
の
他
、｢

太
刀
代
銀
五
匁｣

で
あ
る
こ
と

が
窺
え
る
。
持
明
院
家
に
遺
さ
れ
た
誓
詞

(

後
述)

の
中
で
最
も
多
い
年
が
文
化
十

二
年
で
、
三
三
通
が
確
認
で
き
る
が
、
単
純
に
入
門
費
用
と
太
刀
代
を
足
し
た
場
合
、

銀
三
貫
を
上
回
る

(

白
銀
二
枚
×
三
三
名
＝
白
銀
六
六
枚
＝
銀
二
貫
八
三
八
匁
、
太

刀
代
銀
五
匁
×
三
三
名
＝
一
六
五
匁)

。
当
時
の
持
明
院
家
の
年
貢
収
入
に
つ
い
て

は
不
明
な
が
ら
、
知
行
高
二
〇
〇
石
の
六
割
と
仮
定
し
、
当
時
の
大
坂
の
米
相
場
一

石
＝
約
六
〇
匁
と
し
て
換
算
す
る
と
、
七
貫
二
〇
〇
匁
と
な
る
。
勿
論
、
概
算
で
あ

る
が
、
不
安
定
な
下
行
収
入

(

文
化
十
二
年
、
当
主
基
延
は
二
四
歳
で
、
正
四
位
下

右
近
衛
権
少
将)

よ
り
、
入
木
道
入
門
料
の
方
が
大
き
な
収
入
で
あ
り
、
全
収
入

(
知
行
＋
下
行
＋
入
木
道
礼
金
を
想
定)

の
三
割
程
度
を
占
め
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
持
明
院
家
の
経
営
は
年
貢
収
入
を
中
心
と
し
つ
つ
、
入
木
道
入
門
料
な
ど
が
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
そ
の
よ
う
な
入
木
道
入
門
が
近
世

初
頭
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
現
存
す
る
誓
詞
が
増
加
傾
向
を
見
せ
る
十
八
世

紀
後
半
以
降
の
産
物
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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二
、
持
明
院
家
入
木
道
の
成
立
過
程

―
持
明
院
家
宛
誓
詞
の
性
格
―

こ
こ
で
は
、
持
明
院
流
入
木
道
の
相
伝
が
ど
の
よ
う
な
契
機
で
成
立
し
た
の
か
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。
最
初
に
、
中
世
〜
戦
国
時
代
の
持
明
院
家
と
入
木
道
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
先
学
を
参
考
に
述
べ
て
お
き
た
い

(

�)

。
世
尊
寺
家

(

三
蹟
の
ひ
と
り
世
尊

寺
行
成
に
始
ま
る)

に
よ
っ
て
相
伝
さ
れ
た
入
木
道
は
戦
国
時
代
に
持
明
院
家
へ
伝

わ
っ
た
。
享
禄
五
年

(

一
五
三
二)

、
世
尊
寺
行
季
の
死
に
よ
っ
て
世
尊
寺
家
は
断

絶
。
世
尊
寺
行
季
自
身
、
早
く
に
父
を
失
い
、
持
明
院
基
春
よ
り
相
伝
さ
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
持
明
院
基
春
は
将
軍
足
利
義
澄
の
旗
銘
を
揮
毫
し
た
人
物
で
、｢

入

木
管
見
抄｣

や

｢

入
木
道
詩
歌
書
様｣
な
ど
の
著
作
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
息
子

で
あ
る
基
規
は
笙
・
蹴
鞠
・
和
歌
な
ど
の
才
能
を
生
か
し
て
諸
国
に
下
向
し
た
が
、

天
文
二
十
年

(

一
五
五
一)

、
大
内
義
隆
の
自
害
に
伴
い

｢

落
飾｣

し
た

(

�)

。
基
規
の

息
子
が
入
木
道
相
伝
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
基
孝
で
あ
る
。
基
孝
は
永
正
十
七
年

(

一

五
二
〇)

に
生
ま
れ
、
戦
国
時
代
を
生
き
抜
き
、
正
二
位
権
中
納
言
ま
で
昇
進
し
て
、

慶
長
十
六
年

(

一
六
一
一)

に
九
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
父
基
規
は
各

地
に
下
向
し
た
が
、
基
孝
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
下
向
は
確
認
で
き
な
い
。
小
松
茂

美
氏
や
渡
部
清
氏
に
よ
れ
ば
、
入
木
道
相
伝
の
最
初
は
基
孝
で
あ
る
と
評
価
し
て
い

る
が
、
持
明
院
家
に
遺
さ
れ
た
誓
詞
を
見
る
限
り
、
こ
の
評
価
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
持
明
院
家
に
遺
さ
れ
た
誓
詞
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
持
明
院

家
に
入
門
し
て
入
木
道
の
相
伝
を
受
け
る
者
は
誓
詞
を
提
出
し
て
い
る
。
現
在
、
入

木
道
に
関
わ
る
誓
詞
二
九
二
点
が
京
都
大
学
に
影
写
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
は
写
真
帳
を
所
蔵
し
て
い
る

(

�)

。
誓
詞
は
次
の
よ
う
な
形
式
で
記

さ
れ
て
い
る
。

入
木
道
相
伝
之
条
々
、
依
懇
望
申
御
同
心
之
段
令
満
足
候
、
若
於
他
言
諸
神

之
可
蒙
御
罰
者
也
、
仍
如
件
、

慶
長
二
年
九
月
十
七
日

公
盛

(

三
条
公
盛：

筆
者
註
。
以
下
同)

持
明
院
中
納
言

(

基
孝)

殿

(

�)

誓
詞
本
文
は
、
①
入
木
道
の
相
伝
す
る
内
容
は
他
言
し
な
い
。
②
も
し

(

他
言
す

る
な
ど
の)

誓
詞
に
背
く
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
神
仏
の
罰
を
受
け
て
も
構
わ
な
い

と
い
う
二
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。
宛
所
は
親
王
・
門
跡
・
公
家
や
大
名
・
一
部
の
幕

府
旗
本
な
ど
が
持
明
院
家
当
主
宛
、
そ
の
他
が
持
明
院
家
雑
掌
宛
で
あ
り
、
明
確
な

区
分
が
あ
っ
た
。

こ
の
誓
詞
に
初
め
て
注
目
し
た
の
は
大
道
寒
渓
氏
で
あ
る

(

�)

。
大
道
氏
は
昭
和
期
の

持
明
院
家
当
主
・
基
揚
氏
の
妹
の
夫
で
あ
り
、｢

私
と
は
義
兄
弟
の
関
係
上
い
ろ
い

ろ
の
便
宜
を
得
、
今
は
大
分
散
逸
は
し
て
ゐ
る
が
僅
か
に
遣
り
伝
は
る
同
家
の
文
献

類
そ
の
他
を
渉
猟
し
て
多
年
研
究
調
査｣

し
た
と
記
し
て
い
る

(

	)

。
そ
の
論
考
に
よ
る

と
、
誓
詞
類
は

｢

長
持
の
中
に
山
積
せ
ら
れ
て
ゐ
た
さ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
そ
の

内
の
数
百
通
が
遣
つ
て｣

お
り
、
そ
の
う
ち
文
禄
年
間
の
一
二
通
、
慶
長
年
間
の
二

六
通
の
提
出
者
が
論
考
に
記
さ
れ
て
い
る

(


)

。
し
か
し
、
現
存
が
確
認
で
き
る
誓
詞
は

年
代
が
把
握
で
き
る
う
ち
、
基
孝
及
び
父
基
規
が
関
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
近
世
初
頭

の
誓
詞
は
わ
ず
か
一
四
通
の
み
で
あ
る

(

表
二
。
基
孝
没
後
の
慶
長
十
八
年
誓
詞
含

む)

。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
。
次
の
三
点
が
想
起
で
き
よ
う
。

①
一
九
三
九
年
に
京
都
帝
国
大
学
が
作
成
し
た
影
写
本
が
持
明
院
家
に
所
蔵
さ
れ
て

い
た
史
料
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
他
の
誓
詞
が
存
在
し
た
。
②
大
道
氏
の

｢

多
年

研
究
調
査｣

の
後
、
論
文
が
掲
載
さ
れ
る
一
九
四
三
年
の
間
に
散
逸
。
③
大
道
氏
の

論
考
に
意
図
的
な
誤
り
が
あ
る

(

�)

。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
以
上
の
推
測
は
で
き
な
い
た

め
、
大
道
氏
の
論
考
を
参
考
に
し
つ
つ
、
現
在
確
認
で
き
る
誓
詞
に
基
づ
い
て
、
近

世
初
頭
の
相
伝
の
様
相
を
分
析
す
る
。

表
二
の
う
ち
、
天
文
十
二
年
の

｢

侍
従
基
弘｣

に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
基
孝
宛

の
誓
詞
は
文
禄
四
年

(
一
五
九
五)

の
八
条
宮
智
仁
親
王
以
降
、
慶
長
十
三
年
松
木

宗
信
ま
で
一
一
通
。
既
述
と
お
り
、
数
量
に
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
大
道
氏
の
論
文
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で
も
文
禄
年
間
か
ら
記
載
し
て

お
り

(

大
道
氏
は
文
禄
年
間
以

前
の
誓
詞
に
つ
い
て
触
れ
て
い

な
い)

、
文
禄
年
間
の
当
主
持

明
院
基
孝
に
入
木
道
と
し
て
の

画
期
が
あ
っ
た
と
想
定
す
る
こ

と
に
問
題
は
あ
る
ま
い
。
そ
し

て
、
文
禄
年
間
の
持
明
院
基
孝

は
高
齢
に
達
し
て
い
る
点

(

文

禄
元
年
で
七
三
歳)

、
戦
乱
が

一
段
落
し
た
時
期
で
あ
る
点
は

重
要
で
あ
る
。
言
い
方
を
変
え

れ
ば
、
基
孝
が
青
年
・
壮
年
時

の
戦
乱
の
最
中
に
は
相
伝
が
行

わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
持

明
院
基
孝
に
よ
る
入
木
道
相
伝

の
要
因
は
豊
臣
政
権
に
よ
る
公

家
の
家
職
設
定
に
端
緒
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
橋
本
政
宣
氏
や
山
口
和
夫
氏

が
論
じ
る
よ
う
に
、
豊
臣
政
権
は
朝
廷
の
諸
機
能
を
用
い
て
全
国
統
合
を
進
め
た

(

�)

。

文
禄
二
年
、
公
家
の
家
職
も
豊
臣
政
権
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
。
そ
の
時
、
歌
道
や

楽
、
鞠
な
ど
は
家
職
と
し
て
設
定
さ
れ
た
が
、
入
木
道
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
つ
ま

り
、
豊
臣
政
権
の
家
職
設
定
を
契
機
と
し
て
、
持
明
院
基
孝
は
入
木
道
を
推
進
す
べ

く
相
伝
を
始
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
際
、
基
孝
は
先
祖
の
事
跡
や
伝
来
し

た
秘
伝
書
な
ど
を
発
見

(

あ
る
い
は
再
認
識)

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
行
研
究

に
よ
れ
ば
、
基
孝
に
よ
る
相
伝
の
始
ま
り
に
つ
い
て
、
古
今
伝
授
を
真
似
て
、
収
入

の
途
に
す
る
た
め
と
評
価
し
て
い
る
が

(

�)

、
古
今
伝
授
と
の
類
似
性
を
指
摘
で
き
る
史

料
は
な
く
、
ま
た
、
近
世
前
期
は
相
伝
す
る
者
が
後
年
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
ず
、
前
章

で
指
摘
し
た
よ
う
な
収
入
の
柱
に
な
り
得
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

点
、
公
家
家
職
を

｢

家
の
名
誉
と
存
立
、
身
分
を
維
持
す
る
必
須
の
課
題

(

�)｣

と
評
価

す
る
山
口
氏
の
指
摘
の
有
効
性
が
確
認
で
き
よ
う
。
ま
た
、
当
時
の
誓
詞
は
親
王
・

門
跡
・
堂
上
公
家
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
武
士
や
百
姓
・
町
人
た
ち
は
勿
論
、
豊
臣
・

徳
川
政
権
内
部
へ
の
広
が
り
は
見
せ
て
い
な
い
。

以
上
、
本
章
を
小
括
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
豊
臣
政
権
に
よ
る
公
家
家
職

の
設
定
に
よ
っ
て
、
持
明
院
基
孝
は
先
祖
に
伝
わ
っ
た
入
木
道
を
発
見
あ
る
い
は
再

認
識
す
る
。
当
初
は
、
相
伝
の
対
象
が
親
王
・
門
跡
・
堂
上
公
家
に
限
ら
れ
て
お
り
、

社
会
へ
の
大
き
な
広
が
り
は
見
せ
て
お
ら
ず
、
収
入
の
途
と
い
う
よ
り
も
、
持
明
院

基
孝
に
よ
る
公
家
身
分
と
し
て
の
存
立
の
た
め
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
、
持
明
院
流
の
秘
伝
と
そ
の
伝
播

こ
こ
で
は
、
持
明
院
流
入
木
道
の
内
容
、
受
容
者
の
様
相
、
そ
の
特
徴
を
検
討
す

る
。
誓
詞
提
出
者
の
個
々
の
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
、
持
明
院
家
に
よ
る

｢

秘
伝｣

の
書
物
か
ら
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
以
下
、
①｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

、

②

｢

入
木
道
秘
法｣

｢

入
木
道
秘
伝｣

を
事
例
と
し
て
、｢

秘
伝｣

の
内
容
と
伝
播
の

様
相
を
明
ら
か
に
す
る

(

�)

。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
持
明
院
家
に
対
し
て
誓
詞
を
提

出
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝
播
し
て
い
く
書
物
を

｢

秘
伝｣

と
表
記
す
べ

き
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、｢

他
見｣

を
禁
ず
る
旨
な
ど
が
奥
書
に
記
さ

れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は

｢

秘
伝｣

と
し
て
論
を
進
め
る
。

①

｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

持
明
院
流
入
木
道
の
中
で
最
も
多
く
の

｢

秘
伝｣

の
写
本
が
現
存
す
る
の
が

｢

入

木
道
相
伝
聞
書｣

で
あ
る
。
書
物
の
名
称
は

｢

入
木
道
相
伝
聞
書

(

�)｣

の
他
に
、｢

入
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[表二] 近世初頭の持明院家宛誓詞

内容 年月日 人名 宛所 備考
入木 天文12.12.4 侍従基弘
入木 文禄4.8.8 八条宮智仁親王 持明院中納言殿宛
入木 文禄4.8.16 光廣 持明院中納言殿宛 烏丸光広
入木 文禄5.2.2 伏見宮邦房親王 持明院中納言殿宛
入木 文禄5.6.2 妙法院宮 持明院中納言殿宛
入木 文禄5.8.17 梶井宮最胤親王 持明院中納言殿宛
入木 慶長2.7.13 広橋権大納言總光 持明院中納言殿宛
入木 慶長2.7.17 庭田権大納言重具 持明院中納言殿宛
入木 慶長2.9.17 転法輪権大納言公盛 持明院中納言殿宛
入木 慶長3.5.6 竹内良恕法親王 持明院中納言殿宛
入木 慶長11.12.13 宗勝 持明院中納言殿宛 難波宗勝
入木 慶長13.7.26 宗信 持明院中納言殿宛 松木宗信
入木 慶長18.10.30 徳大寺権中納言實久 持明院少将殿宛
能書 年未詳.7.17 九条関白幸家 持明院中納言殿宛

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



木
道
聞
書

(

�)｣
｢

入
木
道
相
伝
之
事

(

�)｣
｢

持
明
院
殿
御
家
伝

(

	)｣

な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

九
州
大
学
図
書
館
細
川
文
庫
が
所
蔵
し
て
い
る

｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

｢

入
木
道
相

伝
之
事｣
の
各
箇
条
を
表
三
と
し
て
挙
げ
よ
う
。
こ
の
書
は
、
冒
頭
に
入
木
道
と
持

明
院
家
に
関
す
る
歴
史
を
記
し
、
そ
の
あ
と
懐
紙
・
短
冊
に
お
け
る
和
歌
の
書
き
方
、

物
語
・
扇
に
お
け
る
書
き
方
な
ど
、
紙
の
上
に
ど
の
よ
う
に
文
字
を
配
置
・
配
列
す

る
か
が
持
明
院
流
入
木
道
の
重
要
な

｢

秘
伝｣

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、｢

入
木
道
相

伝
聞
書｣

二
九
箇
条
目
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
歌
ハ
三
行
三
字
に
書
也
、
か
な
ら
す
九
・
十
・
九
・
三
と
文
字
の
数
定

め
か
た
し
、
第
二
句
の
文
字
二
字
三
字
二
行
め
へ
あ
け
、
第
四
句
の
文
字

一
二
字
切
て
三
行
め
へ
上
て
書
也
、
冷
泉
家
書
第
四
句
必
三
行
め
へ
あ
け

て
書
也
、
終
三
字
の
事
、
か
な
の
数
ハ
た
と
ひ
四
字
五
字
に
て
も
あ
れ
文

字
に
て
三
字
に
書
也
、
飛
鳥
井
家
に
ハ
五
字
に
書
也
、
是
も
家
の
衆
は
か

り
に
て
門
弟
た
り
と
い
へ
と
も
三
行
三
字
に
書
也

(


)

、

二
九
箇
条
目
で
は
懐
紙
に
お
け
る
歌
の
書
き
方
に
つ
い
て
、
三
行
三
字
に
書
く
こ

と
を
記
し
た
上
で
、
九
文
字
・
一
〇
文
字
・
九
文
字
・
三
文
字
に
配
置
す
る
こ
と
が

困
難
な
の
で
、
二
句
目
は
最
後
の
二
・
三
字
を
二
行
目
に
書
く
こ
と
や
四
句
目
も
一
・

二
文
字
を
三
行
目
に
書
く
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
を
家
職

と
し
た
堂
上
公
家
冷
泉
家
や
飛
鳥
井
家
の
書
き
方
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
る
。
和
歌

の
各
流
派
に
関
す
る
記
述
は
他
に
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
持
明
院
流
入
木
道
が

詠
歌

(

と
り
わ
け
、
和
歌
を
家
職
と
し
た
堂
上
公
家
に
連
な
る
詠
歌)

と
密
接
不
可

分
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

次
に
奥
書
を
検
討
し
た
い
。
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の

も
の
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。
前
半
七
二

箇
条
の
後
に
は
次
の
よ
う
な
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

右
一
巻
入
木
道
之
秘
伝
、

持
明
院
基
時
卿
蒙
御
親
授
、
記
之
畢
、
御
門
弟
之
外
堅
不
可
令
拝
見
者
也
、

元
禄
十
五
年
三
月
十
四
日

(

�)

こ
こ
か
ら

｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

は
持
明
院
基
時
に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
た
内
容
で

あ
る
が
、
相
伝
に
当
た
っ
て
持
明
院
家
が
門
弟
へ
渡
し
た
と
い
う
性
格
の
書
物
で
は

な
い
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
既
述
の
よ
う
に
、
持
明
院
基
時
と
は
持
明
院
家
で
唯
一
武

家
伝
奏
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
奥
書
に
は

｢

慈
雲｣

と
い
う
書
写
し

た
人
物
が
記
し
て
い
る
も
の
も
あ
る

(

�)

。｢

慈
雲｣

に
つ
い
て
は
不
明
な
が
ら
、
後
述

す
る
よ
う
に
歌
人
連
阿
と
の
関
係
か
ら

｢

似
雲｣

の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
似
雲
と
は
武

者
小
路
実
陰

(

霊
元
院
期
を
中
心
に
活
躍
し
た
堂
上
歌
壇
の
歌
人
の
ひ
と
り)

門
人

で
、
実
陰
の
歌
論
を
記
し
た

｢

詞
林
拾
集｣

を
編
纂
し
、
西
行
の
事
跡
を
廻
っ
た
安

芸
国
出
身
の
僧
で
あ
る

(

)

。

次
に
後
半
部
分
の
奥
書
を
見
て
み
よ
う
。｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

の
奥
書
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

這
一
巻
者
、
故
前
大
納
言
基
時
卿
於
御
前
御
口
伝
之
趣
也
、
御
直
弟
之
外
不
可

及
拝
見
者
也
、

元
禄
十
七
年
正
月
日

陸
奥
六
郎
義
隆
末
孫
源
重
利

右
一
巻
祖
父
重
利
奥
書
之
趣
、
家
伝
の
一
巻
、
猥
に
門
人
に
出
さ
す
、
先
祖
重

章
へ
基
定
卿
よ
り
御
伝
受
数
百
巻
の
御
家
伝
等
の
最
初
の
お
も
む
き
也
、
此
度

令
清
書
、
新
に
奥
書
を
く
は
へ
畢
、

天
明
六
年
九
月
日

入
木
末
葉
源
尹
祥

此
一
冊
自
持
明
院
殿
賜
之

大
伴
積
興

(

�)

後
半
部
分
の
奥
書
は
持
明
院
基
時
の
口
伝
を

｢

源
重
利｣

が
元
禄
十
七
年

(

一
七

〇
四)

に
一
巻
に
ま
と
め
、
そ
の
孫

｢

源
尹
祥｣

が
天
明
六
年

(

一
七
八
六)

に
清

書
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
本
が
持
明
院
家
か
ら

｢

大
伴
積
興｣

へ
と
渡
っ
た
こ
と
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[表三] ｢入木道相伝聞書｣ 箇条一覧
箇条 内容 ① ② 箇条 内容 ① ② 箇条 内容 ① ②
1 筆法・書法由緒 ○ ○ 52 五首七首の懐紙 ○ ○ 103 賞翫絵があれば裏に書く 102含 －
2 中世持明院家由緒 ○ ○ 53 女房懐紙薄様・唐松など ○ ○ 104 貴人扇に ｢恋｣ などの事 102含 －
3 近世初頭持明院家由緒 2含 ○ 54 女房懐紙は題・名は書かず ○ ○ 105 父の会には季同を書く ○ －
4 入木道潅頂を経る事 2含 ○ 55 詠草は杉原使用 ○ ○ 106 人丸図の指貫は若年着衣 ○ －

5 仁和寺宮への伝授 2含 ○ 56 竪詠草2枚重ね ○ ○ 107
歌かるた上の句2行下の句
百骸

○ －

6 当座ごとに見せる事 ○ ○ 57 折詠草は二行七字 － ○ 108 貝の歌は上下同じちらし ○ －
7 聞書紛失しても伝授必要 6含 ○ 58 折詠草は1枚 ○ ○ 109 歌の前に ｢侍る｣ は官人 ○ ○
8 懐紙は後鳥羽院より開始 6含 ○ 59 三首の懐紙書き方 58含 ○ 110 色紙形など合わずは僻事 ○ －

9 懐紙サイズ 6含 ○ 60
詠草の名の脇に ｢上｣ 書
かず

58含 ○ 111 賀の屏風題を書かず ○ －

10 地下人懐紙サイズ定式なし 6含 ○ 61 歌数多き詠草丈8寸 58含 ○ 112
｢うふ｣ など仮名のままに
言わず

○ －

11 端作り紙3寸明けて書く ○ ○ 62
懐紙書き方 (天正12年和
歌会)

○ － 113
自分短冊仮名遣い3字は書
かず

○ －

12 端作りすれ墨にならぬ様 ○ ○ 63 短冊のはじまり ○ ○ 114 無題などは題を書かず ○ －
13 季同書く事の祝儀 ○ ○ 64 長さ1尺2寸・幅1寸8分 ○ ○ 115 古歌短冊下の句1字下げ ○ －
14 同の字事名題に書かず 13含 ○ 65 晴の会の短冊は打くもり ○ ○ 116 自詠ちらし書きは狂心 ○ －
15 御製・関白は季を書かず ○ ○ 66 出題は先達の人に乞う ○ ○ 117 詞書は題を書く所に書く ○ －

16 端作り歌は頭と平等 ○ ○ 67
書き出しは折り目に半字
かける

○ ○ 118 経文題の書き方 ○ －

17 多い句題は3字あける ○ ○ 68
四字以上の題は二行に書
くべし

○ ○ 119
追善は紫を上にしなくても
よい

○ －

18 初行下の字と和歌平等 ○ 17含 69 女房短冊は下の句の事 ○ ○ 120 無常は必ず紫を上に書く ○ －

19 季同なき時和歌の字あける ○ ○ 70 畦短冊の事 ○ ○ 121
人の所望は金などに書いて
よい

○ －

20 法楽の歌欠字の事 ○ ○ 71 けひきをけかけとも称す 70含 ○ 122 短冊内品の本式 ○ －
21 禁裏など欠字にしない ○ ○ 72 畦の下より書き出す事 ○ ○ 123 詩懐紙は大方歌と同前 ○ －
22 仮名題懐紙に無し ○ ○ 73 古歌短冊の書き方 ○ ○ 124 懐紙 ｢君｣ などは行の上 ○ －
23 天皇は ｢哥｣ と書かず ○ ○ 74 ちらし短冊は別巻 ○ ○ 125 真名万葉は晨明など ○ －
24 神社は ｢陪｣ と書かず ○ ○ 75 枝に付ける短冊はちらす ○ ○ 126 物語の巻物は詞の中へ歌 ○ －
25 仏閣欠字無し ○ 24含 76 小短冊は点取詠草代 ○ ○ 127 集など巻�の歌の末はちらす ○ －
26 官名を書く事 ○ ○ 77 色紙書き方は別巻 ○ ○ 128 集の外題文字 ○ －
27 姓の所にて墨をつける事 ○ 26含 78 選集は9行・11行 ○ ○ 129 源氏外題は仮名交える ○ －
28 無官の人は姓名を書く事 ○ ○ 79 外題は端に押す ○ ○ 130 詩歌ちらしは合わせる ○ －
29 源平藤橘は庶子書かず ○ ○ 80 物語は行数を調べて書く ○ ○ 131 詩歌巻頭行書 ○ －
30 卑下の心にて墨かれの事 ○ － 81 外題は中に押す ○ ○ 132 寄合のちらしは人と相違 ○ －
31 名の字墨黒に書くべし ○ － 82 段切れる所は前方で用意 ○ ○ 133 形の物のちらしの事 ○ －
32 歌の沓等しくすべからず ○ － 83 墨継は上の方 ○ ○ 134 地紙はまわして書く ○ －
33 追善懐紙の名の書き方 ○ － 84 伊勢物語の中は選集に同 ○ ○ 135 手鑑外題は集より下 ○ －
34 晴懐紙の名の書き方 ○ － 85 外題は子細なし ○ ○ 136 巻物は紐の上で書きとめ ○ －
35 法中の名の書き方 ○ ○ 86 巻物の外題口伝あり ○ ○ 137 歌仙外題 ｢三十六人歌合｣ ○ －
36 法体の俗人の書き方 35含 ○ 87 元禄15年奥書 ○ ○ 138 青白色紙2枚に1首両人書く事 ○ －
37 名の書く所歌と歌の真中 ○ ○ 88 懐紙書札3寸あける所以 ○ ○ 139 色紙の色の事 ○ －
38 歌は三行三字 ○ ○ 89 同の字事名題に書かず 14同 ○ 140 色紙寸法竪6寸4分・横5寸6分 ○ －

39
｢君｣ ｢千代｣ など切り
まじき文字

○ ○ 90
短冊勅題などは折目下よ
り書く

○ ○ 141 文中へ歌返し込める時 ○ －

40
｢日｣ ｢月｣ も切らざる
文字

○ ○ 91 女房短冊は下の句の事 69同 69同 142 硯は第二第三管を過ぎず ○ －

41
送り仮名切りても苦しか
らず

40含 ○ 92
色紙・短冊などに哀傷除
くべし

○ ○ 143 墨を摺る三説 ○ －

42 墨継の故実 ○ ○ 93 伊勢物語の中は選集に同 84同 84同 144 書状の事 ○ －
43 二行目敬う字は墨つき ○ ○ 94 歌かるた貝の歌大事 ○ ○ 145 竪文は真中より折る事 ○ －
44 賀の会に心なき時は仮名 ○ ○ 95 団扇は中の通りをあける ○ ○ 146 元禄17年奥書 ○ －
45 一首懐紙は横広の仮名 ○ ○ 96 葉しべのある所をあける ○ ○ 147 天明6年奥書 ○ －
46 上下の明き程定まり無し ○ ○ 97 丸角はいっぱいに書く ○ ○ 148 賀の杖の歌の大事 － ○
47 下つまるは巻物にする事 ○ ○ 98 歌仙巻頭はちらさず ○ ○ 149 額の事 － ○
48 奥の明き過ぎの事 ○ ○ 99 龍形の上の書き方 ○ ○ 150 座敷額の事 － ○
49 二首懐紙歌二行七字 ○ ○ 100 歌仙人形の書き方 ○ ○ 151 ｢持明院家口伝之一巻｣ 奥書 － ○

50
｢詠｣ の字の下の通りに
題を書く

○ ○ 101
古歌とは三代集・伊勢・
源氏

○ ○ 152 安永8年奥書 － ○

51 二首三首奥つまるなら竪長 ○ ○ 102 扇に書く事大事 ○ ○ 153 ｢温古堂本｣ の記述 － ○
典拠：① ｢入木相伝聞書｣ (九州大学図書館細川文庫蔵184-740-シ-31) ② ｢入木道相伝之事｣ (同九州大学図書館細川文庫蔵184-

740-シ-30)
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が
分
か
る
。
こ
の

｢

源
重
利｣

｢

源
尹
祥｣

は
そ
れ
ぞ
れ
旗
本
の
森
重
利
・
尹
祥
で
、

｢

大
伴
積
興｣

は
桂
宮
家
諸
大
夫
尾
崎
積
興
で
あ
る
。
森
尹
祥
に
つ
い
て
は
鈴
木
淳

氏
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
名
・
旗
本
で
多
く
の
入
木
道
門
人

を
抱
え
、
持
明
院
流
入
木
道
の
書
物
を
編
纂
し
た
人
物
で
あ
る

(

�)

。
一
方
、
尾
崎
積
興

に
つ
い
て
は
拙
稿
で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
前
半

に
か
け
て
の
京
都
に
あ
っ
て
は
藤
貞
幹
・
裏
松
固
禅
・
濱
島
等
庭
・
山
田
以
文
ら
と

並
ん
で
活
躍
し
た
有
職
故
実
家
で
あ
り
、
と
り
わ
け
多
く
の
入
木
道
に
関
す
る
書
物

の
執
筆
や
編
纂
、
書
写
を
行
な
っ
た

(
�)

。
当
時
、
桂
宮
家
は
当
主
不
在
で
あ
っ
た
が
、

前
代
の
桂
宮
家
仁
親
王
は
有
栖
川
職
仁
親
王
か
ら
入
木
道
の
伝
授
を
受
け
て
お
り

(

い
わ
ゆ
る
有
栖
川
流
入
木
道)

、
そ
の
よ
う
な
環
境
が
尾
崎
積
興
を
入
木
道
へ
と
か

き
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
森
尹
祥
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
図
で
持
明
院
家
に
も
た
ら
さ

れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
本
所
へ
の

｢

秘
伝｣

の

｢
逆
輸
入｣

と
評
価
で
き
よ
う
。
既

に
江
戸
に
お
い
て
冷
泉
派
歌
壇
が
広
範
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
久
保
田
啓
一
氏
は

明
ら
か
に
し
て
い
る

(

�)

が
、
和
歌
の
興
隆
と
相
俟
っ
て
、
江
戸
の
持
明
院
流
入
木
道
の

担
い
手
が
公
家
家
職
を
下
支
え
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
た
様
相
が
垣
間
見
え
る
。

一
方
、｢

入
木
道
相
伝
之
事｣

の
後
半
部
分
は
最
後
の
二
箇
条
で
額
に
お
け
る
書

き
様
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
入
木
道
の

｢

七
ヶ
条
の
大
事｣
と
言
わ
れ
る

｢

秘
伝｣

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

｢

七
ヶ
条
の
大
事｣

が
掲
載
さ
れ
た

｢

入
木
道
相

伝
之
事｣

は
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

此
書
者
連
阿
と
い
ひ
し
人
、
従
〈
連
阿
ハ
啓
岩
と
も
賢
雄
と
も
有
〉

基
時
卿
御
口
伝
を
う
け
、
書
付
侍
り
し
秘
書
に
て
、
連
阿
よ
り
長
幸
寺
習
古
庵

亭
弁

(

マ
マ
。
亨
弁)

へ
さ
つ
け
し
を
、
大
石
喜
庵
老
又
受
之
、
此
書
宜
儀
に

東
江
源
鱗
所
持
し
て
、
衆
へ
見
せ
し
む
、
感
心
に
た
へ
て
写
を
き
、
御
家
伝
と

校
合
せ
し
に
、
大
同
小
異
に
て
、
秘
書
と
い
ふ
へ
し
、
何
と
し
て
源
鱗
所
持
せ

し
や
、
其
後
喜
庵
老
に
尋
ね
し
に
、
恐
怒
の
お
も
ひ
を
な
せ
り
、
よ
て
む
さ
と

侍
り
ま
し
き
事
に
と
そ
、

安
永
八
季
三
月
日
令
書
写
畢
、

前
相
公
宗
時
卿
門
弟
入
木
道
相
承
源
繁
衆

(

森
尹
祥

(

�))

こ
の
奥
書
か
ら

｢

入
木
道
相
伝
之
事｣

の
伝
来
状
況
が
分
か
る
。
持
明
院
基
時
の

口
伝
を
受
け
た
連
阿
が

｢

秘
書｣

を
執
筆
。
そ
れ
を
亨
弁
へ
授
け
ら
れ
て
、
大
石
喜

庵
↓
東
江
へ
と
伝
わ
り
、
森
尹
祥
が
書
写
し
た
の
で
あ
っ
た
。
時
宗
僧
の
連
阿
は
既

述
の
武
者
小
路
実
陰
に
和
歌
を
習
っ
て
お
り
、
似
雲
と
も
関
係
の
深
い
人
物

(

�)

。
麻
布

長
幸
寺

(

長
光
寺)

住
職
の
亨
弁
は
連
阿
の
門
弟
で
あ
り
、
堂
上
公
家
烏
丸
家
の
門

人

(

�)

。
大
石
喜
庵
は
不
明
な
が
ら
、
東
江
は
魏
・
晋
の
書
体
を
基
本
と
し
た
書
風
を
確

立
し
た
沢
田
東
江
の
こ
と
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
持
明
院
基
時
に
よ
る
口
伝
が
書
物

の
形
態
と
し
て
江
戸
の
歌
人
・
書
家
へ
と
次
々
書
写
さ
れ
て
い
っ
た
。

②

｢

入
木
道
秘
法｣

｢

入
木
道
秘
伝｣

｢

入
木
道
秘
法｣

は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
が
所
蔵
し
て
お
り
、
一
丁
目
表
に

｢

甘
露
寺
蔵
書｣

の
印
が
捺
さ
れ
た
堂
上
公
家
甘
露
寺
家
の
旧
蔵
本

(

	)

。｢

入
木
道
秘
伝｣

は
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵
で
、
国
学
者
今
井
似
閑
旧
蔵
本
で
あ
る

(


)

。
タ
イ
ト
ル

こ
そ
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
同
一
で
あ
る
。
内
容
は

｢

色
紙
に
詩
歌
散
形
一

通
書
様
の
事｣

な
ど
に
つ
い
て
、
実
際
の
和
歌
の
文
字
の
配
置
を
記
し
た
後
、
詳
細

な
書
き
様
を
記
す
。
後
半
部
分
に
は

｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

と
類
似
す
る
箇
条
も
見

ら
れ
る
。
そ
の
前
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

入
木
道
御
伝
授
の
儀
者
、
公
卿
以
下
悉
御
神
文
の
上
、
御
相
伝
有
之
事
也
、
然

に
愚
朦
卑
賤
の
族
、
此
等
の
至
極
至
宝
の
秘
説
を
御
伝
授
仕
事
、
偏
冥
慮
に
相

叶
而
已
、
誠
に
生
前
の
大
幸
如
之
哉
、
因
茲
御
相
伝
の
趣
粗
清
書
仕
、
重
て
備

高
覧
、
蓋
入
木
道
に
入
さ
る
儀
間
雖
有
之
、
因
以
交
附
す
る
事
ハ
、
老
後
為
無

失
な
り
、
爰
藤
正
質
・
平
茂
艾
両
輩
相
諾
曰
、
及
于
末
期
、
此
御
書
無
後
見
様

に
兼
日
可
焼
失
、
若
は
か
ら
さ
る
に
早
世
仕
候
者
、
存
命
の
も
の
相
改
可
焼
捨
、

( ) 近世持明院流入木道に見る公家家職 (西村)67
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且
両
輩
子
孫
入
木
道
執
心
奉
存
ハ
、
速
御
門
弟
の
願
申
上
、
此
御
書
拝
見
致
さ

せ
可
申
也
、
者
條
々
誓
諾
の
趣
如
此
、
若
雖
為
一
事
令
疎
略
者
、
先
年
所
差
上

置
之
神
文
の
表
并
同
門
誓
物
の
冥
罰
各
不
可
遁
者
也
、
仍
如
件
、

于
時
元
禄
五
壬
申
暦
仲
秋
六
月

入
木
道
の
相
伝
に
つ
い
て
、｢

至
極
至
宝
の
秘
説｣

と
述
べ
た
上
で
、
藤
正
質
と

平
茂
艾
は
晩
年
に
至
っ
て
後
世
に
残
ら
な
い
よ
う
焼
き
捨
て
る
こ
と
を
明
言
す
る
。

元
禄
五
年
と
年
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
①

｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

よ
り
も
早
い
成
立

で
あ
る
。
な
お
、
前
書
の
藤
正
質
と
平
茂
艾
に
つ
い
て
は
不
明
。
ま
た
、
奥
書
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

右
入
木
道
秘
伝
書
者
持
明
院
殿

([
脇
朱
書]

前
大
納
言
基
時
卿)

雖
為
秘
書
、

彼
家
之
雑
掌
小
嶋
〈
何
某
〉([

脇
朱
書]
小
嶋
玄
蕃
有
武)

密
以
所
写
置
正
本
、

不
違
於
一
字
令
書
写
者
也
、

于
時
正
徳
甲
午
六
月
日

洛
東
隠
士

こ
の
書
は
持
明
院
基
時
に
よ
る

｢

入
木
道
秘
伝
書｣

で
あ
る
が
、
持
明
院
家
雑
掌

の
小
嶋
玄
蕃
有
武
が
密
か
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
正
徳
四
年

(

一
七
一
四)

成
立
で
、｢

洛
東
隠
士｣

の
名
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は

｢
字
尽
重

宝
記
綱
目｣

な
ど
を
編
纂
し
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
前
書
の
藤
正
質
・
平
茂
艾
、
奥

書
の

｢

洛
東
隠
士｣

と
も
に
持
明
院
家
宛
誓
詞
で
は
確
認
で
き
ず
、
雑
掌
小
嶋
玄
蕃

が

｢

秘
書｣

を
密
か
に
書
写
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
持
明
院
家
の
許
可
を
得
て
い

な
い

｢

秘
伝｣

が
書
物
の
形
態
で
ひ
と
り
歩
き
し
て
い
た
。

以
上
、
①

｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

、
②

｢

入
木
道
秘
法｣

｢

入
木
道
秘
伝｣

の
分
析

を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
持
明
院
流
入
木
道
の

｢

秘
伝｣

と

は
、
懐
紙
・
短
冊
に
お
け
る
和
歌
の
書
き
方
、
物
語
・
扇
に
お
け
る
書
き
方
な
ど
、

紙
の
上
に
ど
の
よ
う
に
文
字
を
配
置
・
配
列
す
る
か
で
あ
る
。
和
歌
の
各
流
派
に
関

す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
持
明
院
流
入
木
道
と
詠
歌
と
の
関
係
は
深
い
。

第
二
に
、
持
明
院
流
入
木
道
が
江
戸
の
武
家
た
ち
に
も
多
く
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
鈴
木
氏
の
研
究
で
明
ら
か
だ
が
、｢

入
木
道
相
伝
之
事｣

の
よ
う
に
森
尹
祥
か
ら

持
明
院
家
へ

｢

秘
伝｣

の
書
物
が
伝
播
し
て
い
る
と
い
う
点
、
本
所
へ
の

｢

秘
伝｣

の

｢

逆
輸
入｣

と
評
価
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
公
家
家
職
を
江
戸
の
武
家
が
下

支
え
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
た
文
化
状
況
と
言
え
よ
う
。
第
三
に
、
奥
書
や
所
蔵
先

を
考
え
る
と
持
明
院
宛
誓
詞
以
外
の
も
と
へ
も
持
明
院
流
入
木
道
の

｢

秘
伝｣

が
伝

わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
公
家
家
職
の
浸
透
と
見
る
か
、
公
家
家
職
の
組
織
化
・
秩
序

化
の
失
敗
と
見
る
か
は
留
保
す
る
が
、
少
な
く
と
も
、
持
明
院
家
の
主
体
性
と
は
別

に
、｢

秘
伝｣

が
、
書
物
の
形
態
と
な
っ
て
ひ
と
り
歩
き
し
て
い
る
状
況
が
近
世
後

期
に
は
確
認
で
き
る
。
な
お
、｢

秘
伝｣

の
成
立
に
は
持
明
院
基
定
と
い
う
当
主
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
武
家
伝
奏
と
し
て
朝
廷
運
営
の

中
心
に
ま
で
進
ん
だ
基
定
に
つ
い
て
は
検
討
す
べ
き
点
が
多
く
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
持
明
院
流
入
木
道
の
展
開
を
ま
と
め
た
い
。
近
世
統
一
権
力
成
立
に
よ
っ

て
、
公
家
の
身
分
存
立
と
し
て
家
職
が
設
定
さ
れ
た
。
持
明
院
基
孝
は
自
家
と
入
木

道
の
関
係
を
発
見
あ
る
い
は
再
認
識
し
、
入
木
道
の
相
伝
を
開
始
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
評
価
さ
れ
て
き
た
古
今
伝
授
と
の
関
連
や
収
入
の
途
と
い

う
理
解
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
十
八
世
紀
初
頭
、
持
明
院
基
定
の
力
量
に
よ
っ
て
、

｢

秘
伝｣
が
形
成
さ
れ
る
が
、｢

秘
伝｣

の
書
物
は
持
明
院
家
の
意
図
と
は
別
に
ひ
と

り
歩
き
し
、
和
歌
の
興
隆
と
相
俟
っ
て
拡
大
し
て
い
く
。
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
持

明
院
宛
誓
詞
の
残
存
状
況
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
、
森
尹
祥
を

中
心
と
し
た
江
戸
の
武
家
へ
の
広
が
り
は
持
明
院
流
入
木
道
を
下
支
え
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
展
開
を
天
皇
・
朝
廷
権
威
の
拡
大
と
捉
え
ら
れ
る
か
。｢

秘
伝｣

の

氾
濫
は
持
明
院
家
の
主
体
性
で
は
な
く
、
受
容
者
の
学
問
的
欲
求
の
成
果
で
あ
っ
た
。

沢
田
東
江
の
よ
う
に
書
家
と
し
て
名
を
馳
せ
た
者
も
い
た
が
、
多
く
の
場
合
、
書
家

と
し
て
の
身
分
存
立
や

｢

政
治
社
会｣

レ
ベ
ル
で
公
認
を
目
指
す
と
い
っ
た
動
向
と

は
無
縁
で
あ
ろ
う
。
編
成
や
組
織
、
身
分
存
立
と
い
う
点
で
語
ら
れ
る

｢

家
職
の
構

造｣

論
か
ら
持
明
院
流
入
木
道
を
解
放
し
た
場
合
、
そ
の
広
範
な
展
開
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
ら
れ
る
か
。
こ
れ
は
見
通
し
だ
が
、
近
世
後
期
に
持
明
院
宛
誓
詞
が
増
加
す

る
半
面
、
堂
上
公
家
の
誓
詞
が
減
少
し
て
く
る
。
ま
た
、
姫
路
藩
主
酒
井
忠
以
の
よ

う
に
、
天
明
三
年

(

一
七
八
三)

七
月
十
九
日
に
持
明
院
家
へ
誓
詞
を
提
出
し
て
い

る
が
、
実
際
に
持
明
院
家
で
習
う
こ
と
は
な
く
、
専
ら
森
尹
祥
を
師
匠
と
し
て
い
る

(

�)

。

つ
ま
り
、
持
明
院
流
入
木
道
は
公
家
家
職
か
ら
脱
皮
し
て
、
武
家
文
化
の
ひ
と
つ
と

し
て
展
開
し
て
い
っ
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

[

註]

(

�)

橋
本
政
宣

｢

豊
臣
政
権
と
公
家
衆
の
家
業｣
(

同

『

近
世
公
家
社
会
の
研
究』

吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年)

、
同

｢

江
戸
幕
府
と
公
家
衆
の
家
業｣

(

同

『
近
世
公
家
社

会
の
研
究』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年)

。
初
出
は

『

書
状
研
究』

一
一
、
一
九
九

三
年
及
び

『

国
史
学』

一
七
一
、
二
〇
〇
〇
年
。

(

�)

高
埜
利
彦

｢

近
世
国
家
に
お
け
る
家
職
と
権
威｣

(

同

『

近
世
日
本
の
国
家
権
力
と

宗
教』

(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年)

。
初
出
は

｢

幕
藩
体
制
に
お
け
る
家
職

と
権
威｣

(『

日
本
の
社
会
史

三

権
威
と
支
配』

岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年)

。

(

�)

前
掲
註(

�)

高
埜
利
彦

｢

近
世
国
家
に
お
け
る
家
職
と
権
威｣

三
八
頁
。

(

�)

井
上
智
勝

『

近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威』

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年)

。

(

�)

梅
田
千
尋

｢

陰
陽
道
と
暦
算
家｣

(

同

『

近
世
陰
陽
道
組
織
の
研
究』

吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
九
年)

。

(

�)

小
松
茂
美

『

日
本
書
流
全
史』

(

講
談
社
、
一
九
七
〇
年)

、
渡
部
清

｢

持
明
院
流｣

(『

日
本
古
書
通
信』

四
二
八
、
一
九
七
九
年)

、
高
橋
秀
樹

｢

能
書
の
家｣

(『

和
歌
を

ひ
ら
く

二

和
歌
が
書
か
れ
る
と
き』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年)

な
ど
。

(

	)

以
下
、
持
明
院
家
の
系
譜
に
つ
い
て
は

｢

持
明
院
家
譜｣

(

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
四
一
七
五
―
二
五
六
及
び
四
一
七
五
―
四
三
二)

。

(


)

久
保
貴
子

｢

朝
廷
運
営
を
め
ぐ
る
霊
元
上
皇
と
近
衛
基
熈｣

(

同

『

近
世
の
朝
廷
運

営

―
朝
幕
関
係
の
展
開
―』

岩
田
書
院
、
一
九
九
八
年)

一
四
九
頁
。
初
出
は

｢

元
禄
期
の
朝
廷｣

(『

日
本
歴
史』

五
二
〇
、
一
九
九
一
年)

。

(

�)
｢

節
会
并
祭
時
御
下
行
帳｣

上
・
下

(

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
一
四
四
―
四
三

一)

。
な
お
、
儀
式
の
参
加
に
つ
い
て
は

『

公
卿
補
任』

も
参
照
し
た
。

(

�)

例
え
ば
、
近
世
中
期
頃
の
下
行
を
記
し
た

｢

諸
司
御
下
行
帳｣

(

無
窮
会
神
習
文
庫

蔵
四
五
一
七)

に
も
、
外
弁
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
下
行
高
は
な
い
。

(

)
｢

持
明
院
家
所
蔵
文
書｣

(

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
真
帳
六
一
七
一
・
六
八
―

一)

。

(

�)

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

(

�)

前
掲
註(

�)

小
松
茂
美

『

日
本
書
流
全
史』

、
渡
部
清

｢

持
明
院
流｣

、
高
橋
秀
樹

｢

能
書
の
家｣

。

(

�)
『

公
卿
補
任』

に
よ
れ
ば
、｢

八
月
日
於
防
州
義
隆
卿
没
落
之
尅
落
飾
云
々｣

と
記
さ

れ
て
い
る
。
前
掲
註(

	)
｢

持
明
院
家
譜｣

に
よ
れ
ば
、
弘
治
二
年

(

一
五
五
六)

八
月
の
死
去
と
記
さ
れ
て
お
り
、
陶
晴
賢
の
乱
に
よ
っ
て
、
前
関
白
二
条
尹
房
や
前

左
大
臣
三
条
公
頼
は
自
害
し
て
い
る
が
、
基
規
は
落
飾
し
な
が
ら
も
生
き
残
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

(

�)

前
掲
註(

)
｢

持
明
院
家
所
蔵
文
書｣

。
一
九
三
九
年
に
影
写
本
を
作
成
し
、
一
九

六
二
年
に
撮
影
し
た
。
ま
た
、
近
世
以
前
の
誓
詞
に
は
持
明
院
家
宛
以
外
の
も
の
も

多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
�)

前
掲
註(

)
｢

持
明
院
家
所
蔵
文
書｣

。

(

�)
大
道
寒
渓

｢

持
明
院
流
入
木
道｣

(『

美
術
工
芸』

一
六
、
一
九
四
三
年)

、
同

｢

持

明
院
家
に
誓
約
状
を
遣
す
人
々｣

(『

美
術
工
芸』

一
七
、
一
九
四
三
年)

。

(

�)

前
掲
註(
�)

大
道
寒
渓

｢

持
明
院
流
入
木
道｣

三
頁
。

(

�)

前
掲
註(
�)
大
道
寒
渓

｢

持
明
院
家
に
誓
約
状
を
遣
す
人
々｣

六
八
頁
。
な
お
、

提
出
者
の
書
上
げ
の
後
に

｢

等｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

大
道
氏
の
論
考
に
は
誓
詞
を
提
出
し
た
人
物
の
う
ち
八
名
に
つ
い
て
は
略
歴
と
提
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出
日
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
誓
詞
の
存
在
が
確
認
で
き
て
い
な
い
人
物
の

略
歴
は
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
。

(

�)

前
掲
註(

�)

橋
本
政
宣

｢

豊
臣
政
権
と
公
家
衆
の
家
業｣

、
山
口
和
夫

｢

近
世
の
家

職｣
(『

岩
波
講
座
日
本
通
史

一
四

近
世
四』

岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年)

。

(

�)

前
掲
註(
�)
小
松
茂
美

『

日
本
書
流
全
史』

、
渡
部
清

｢

持
明
院
流｣

。

(

�)

前
掲
註(

�)
山
口
和
夫

｢

近
世
の
家
職｣

三
一
五
頁
。

(

�)

そ
の
他
、｢

持
明
院
方
入
木
道
伝
秘｣

な
ど
、
多
く
の

｢

秘
伝｣

が
遺
さ
れ
て
い
る
。

別
稿
で
述
べ
た
い
。

(

�)
｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

(

九
州
大
学
図
書
館
蔵
細
川
文
庫
一
八
四
―
七
四
〇
―
シ
―

三
一)

。

(

	)
｢

入
木
道
聞
書｣

(

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
六
／
二
―
二
／
二
三)

。

(


)
｢

入
木
道
相
伝
之
事｣

(

九
州
大
学
図
書
館
蔵
細
川
文
庫
一
八
四
―
七
四
〇
―
シ
―

三
〇)

。
但
し
、
外
題
が
な
い
た
め
、
内
題
に
よ
る
。

(

�)
｢

持
明
院
殿
御
家
伝｣

(

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
二
〇
六
―
九
一
六)

。

(

�)

前
掲
註(

�)
｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

。

(

)

前
掲
註(

�)
｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

。

(

�)

前
掲
註(


)
｢

入
木
道
相
伝
之
事｣

。

(

�)

近
世
堂
上
和
歌
論
集
刊
行
会
編

『

近
世
堂
上
和
歌
論
集』

(

明
治
書
院
、
一
九
八
九

年)

。

(

�)

前
掲
註(

�)
｢

入
木
道
相
伝
聞
書｣

。

(

�)

鈴
木
淳

｢

幕
府
書
道
師
範
森
尹
祥
の
書
学｣

(

同

『

近
世
和
学
論
考』

ひ
つ
じ
書
房
、

一
九
九
七
年)

。

(

�)

拙
稿

｢

寛
政
期
有
職
研
究
の
動
向
と
裏
松
固
禅｣

(『

近
世
公
家
社
会
に
お
け
る
故

実
研
究
の
政
治
的
社
会
的
意
義
に
関
す
る
研
究』

二
〇
〇
二
年
度
〜
二
〇
〇
四
年
度

科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
吉
田

早
苗
教
授)

。

(

�)

久
保
田
啓
一

『

近
世
冷
泉
派
歌
壇
の
研
究』

(

翰
林
書
房
、
二
〇
〇
三
年)

。

(

�)

前
掲
註(


)
｢

入
木
道
相
伝
之
事｣

。

(

�)

松
野
陽
一
編

『

連
阿
著
作
集』

(

新
典
社
、
一
九
八
一)

、
前
掲
註(

�)
『

近
世
堂

上
和
歌
論
集』

。

(

�)

松
野
陽
一
編

『

習
古
庵
亨
弁
著
作
集』

(

新
典
社
、
一
九
八
〇)

、
前
掲
註(

�)

『

近
世
堂
上
和
歌
論
集』

。

(

�)
｢

沢
田
東
江｣

項

(『

日
本
史
広
辞
典』

山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
九
三
六
頁)

。

(

�)
｢

入
木
道
秘
法｣

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
一
九
八
―
一
七
六
。

(

�)
｢

入
木
道
秘
伝｣

賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵
歌
―
巳
―
二
七
九
。

(

�)

西
村
慎
太
郎

｢

入
木
道
と
い
う
家
職
の
構
造｣

(

二
〇
〇
七
年
十
二
月
二
十
二
日
近

世
か
ら
現
代
社
会
を
考
え
る
研
究
会
報
告)

。
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